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研究成果の概要（和文）：まず、学校選択制マッチングにおいて、生徒に対する優先順位が不完備情報である場
合のモデル化を行った。その際、生徒側にはコストのかかるサーチを行えば自分自身の優先順位を知ることがで
きる場合とできない場合を理論的に考察した。
次に、実験室実験においては、生徒に対する優先順位が完備情報および不完備情報でサーチ機会がない場合とあ
る場合の3通りについてDA方式とIA方式を比較した。IA方式における方がサーチを選ぶ割合が有意に高く、いず
れの情報上の条件の下でも、DA方式における方が真実表明の比率は高かった。また、どちらの方式についても、
不完備情報の場合の方が完備情報の場合に真実表明の比率が高いことが分かった。

研究成果の概要（英文）：In the school choice problem, a model in which priority ordering on the 
students are incomplete information was developed. In this model, if a student could know his/her 
position in the priority ordering by paying a certain cost. A necessary and sufficient condition for
 truth-telling and no search decision being a dominant strategy was derived for both deferred 
acceptance (DA) and immediate acceptance (IA) mechanisms.
In the laboratory experiment, three information conditions were examined: complete information, 
incomplete information with or without a search opportunity. The frequency of search decisions was 
higher with the IA mechanism than with the DA mechanism, and the rate of truth-telling was higher 
with the DA mechanism than with the IA mechanism. Moreover, the rate of truth-telling was higher in 
the incomplete information without a search opportunity condition than in the complete information 
condition with both mechanisms.

研究分野： 実験経済学

キーワード： マッチング理論　ゲーム理論　実験経済学　不完備情報　マーケット・デザイン

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の研究では、生徒の学校に対する選好順位、学校側の生徒に対する優先順位や定員については完備情報であ
ると仮定されてきた。近年、生徒の選好順位については不完備情報である場合を考察する研究があるが、その他
についてはまだ研究がない。
そこで、本研究では、優先順位が不完備情報であるという状況を考察した。現実にも、入学試験の成績など優先
順位に関する情報は不完備情報であることが多く、生徒は模擬試験を受けるなどのコストを支払って優先順位に
関する情報を得ている。こうしたより現実的なマッチング状況において、生徒が無駄にコストを支払ってしまう
ことを防止するにはDA方式の方が優れていることが明らかになった。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
男性と女性、研修医と病院、企業と労働者といった 2 つのグループに属する主体が、互いに相

手グループのメンバーに対する選好をもち、その選好に基づいてカップルや配属先が決定され
る問題をマッチング市場という。 
マッチング市場におけるマッチングの決定に当たっては、何らかの望ましさの基準を達成す

ることが必要となる。マッチング前の状態よりも悪くならないという個人合理性や、これ以上の
厚生改善が考えられないというパレート効率性、さらには、実際にマッチした相手より互いに選
好しあう者同士（ブロッキング・ペア）が存在しないという意味での安定性といったものが代表
的な基準となる。 
デビッド・ゲールとロイド・シャプレーが考案した受入保留（Deferred Acceptance: DA) 方

式は、こうしたマッチング決定方式の代表的なものであり、（パレート効率性が満たされない場
合がある他は）上記の基準すべてを満たすようなマッチングを生み出す他に、（片方のグループ
について）真の選好を表明することが最適となっている（耐戦略性 strategy-proofness）という
性質も併せもっている。 
 受入保留方式はこのように理論的に望ましい性質をもっていることが証明されている以外に、
研修医マッチングや学校選択制の下でのマッチングなど、数千人・数万人規模のマッチング市場
における実践で使用され、それ以前に採用されていたマッチング方式よりも優れた成果を挙げ
ている。わが国でも研修医マッチングでは 10 年以上の利用実績がある他、諸大学における進級
コース決定や研究室配属決定に利用されている。 
 こうした現実世界での実践では、理論では想定されていなかった様々な制約条件が課せられ
ることがある。例えば、研修医マッチングでは、夫婦である研修医が同じ地域の病院への配属を
希望するといった（選好の）外部性が存在したり、配属研修医数の地域間格差をなくすために病
院ごとの定員だけでなく地域定員が設定されたりしている。学校選択制では、兄弟姉妹が通って
いる場合に入学が優先されたり、特定の科目（典型的には理数系）が優秀な生徒や特定の人種の
生徒が優遇されたりといったアファーマティブ・アクションが実施されている。研究室配属では、
各研究室の受入学生定員の上限だけでなく、継続的な研究活動を維持するために人員を確保し
ようとして定員の下限が設定されることがある。 
 こうした制約条件を満足させるように受入保留方式を修正することは可能であるが、マッチ
ング問題が複雑化し、各主体にとっても自分が最終的にどこに配属されるのか、またはどれだけ
の人数が最終的に確保可能かについて不確実性が増してしまう。そのため、各主体は、マッチン
グ当局に自身の選好を提出する前に、面談（インタビュー）を積極的に実施し、こうした不確実
性を事前に解消しようとする。 
マッチング理論において、こうした情報収集活動が分析され始めたのはごく最近のことであ

る。こうした研究では、各主体には事前にはマッチング相手の属性等に関する情報の不完備性が
あり、そのため各主体は自分自身の選好が事前には定まっていないと仮定される。そこで各主体
は面談等の情報収集活動を行うが、そのためには情報収集コストがかかる。したがって、多くの
面談を受けるほどより多く相手に関する情報が獲得でき、自分自身の事後的選好をより正確に
知ることができるので、結果として事前の選好に基づく場合よりもマッチング結果を改善でき
る可能性が増えるが、その分、情報収集のコストがかかるというトレードオフが発生する。そこ
で、こうした情報収集活動をどれくらい行うべきかを分析するのが従来研究の焦点であった。 
 また、受入保留方式に関する実験室実験では、無視できない割合で最適戦略からの逸脱が観察
されている。つまり、真の選好を表明しない主体がいる。しかし、彼らは必ずしも不合理な行動
をしているわけではなく、むしろ、自分が希望する順ではなく、自分が相手から評価されている
順に希望を提出しており（これをスキッピング・ダウン戦略という）、これが最適戦略を使用し
た場合と同値のマッチング結果を生む場合があることがわかっている。したがって、面談などの
情報収集活動は、必ずしも自分の真の選好を知るためだけではなく、自分のことを相手がどのよ
うに評価しているかを知るために行われていると考えることも可能である。 
 そこで、本研究では、従来のマッチング理論では考察されていなかった、学校側の生徒に対す
る優先順位が不完備情報である場合について、生徒がコストのかかるサーチを行う機会がある
というモデルを開発する。現実的にも、例えば、入学試験の成績は生徒にとっては不完備情報で
あり、そのため生徒は模擬試験を受けるなどして、自身の成績をより正確に知る機会を得ようと
する。しかし、必要以上に模擬試験を受けるなどといった無駄なサーチがあれば、社会的には非
効率的な結果となる。 
そこで、こうした問題を考察するために、マッチング理論の研究ではポピュラーな受入保留

（DA）方式および即時受入（IA）方式の下で、優先順位が不完備情報である場合におけるサー
チ活動について研究するという本研究課題の着想が生じたのである。 
 
 
２．研究の目的 



本研究では、学校選択制マッチングの下で学校側の生徒に対する優先順位が不完備であるた
めに、生徒が戦略的な情報収集活動を通じて選好を事後的に改訂するという環境の下でのマッ
チング市場を分析することを目的とする。 
まず、比較するマッチング方式としては、マッチング理論の研究ではポピュラーな受入保留

（DA）方式および即時受入（IA）方式の 2 つを取り上げる。次に、情報上の条件としては、学
校側の生徒に対する優先順位が（1）完備情報の場合、（2）不完備情報でありかつサーチ機会が
ない場合、（3）不完備情報でありかつサーチ機会がある場合の 3 つを検討する。 
優先順位が不完備情報かつサーチ機会がある場合、生徒はよりよいマッチング結果を求めて

サーチ活動に専念することになると予想されるが、この場合、サーチ活動に必要以上にコストを
かけてしまうといったことが懸念される。例えば、ある学校 X にどうしても入学できないよう
な生徒がその学校Ｘに対する過剰なサーチ活動を行えば、その場合、無駄なサーチ活動が行われ
たことになり、社会的には非効率性が発生してしまう。 
そこで、各マッチング方式で、こうした無駄なサーチ活動が行われないための条件、すなわち、

真実表明かつサーチをしないという選択が支配戦略になるための必要十分条件を理論的に導出
することが、本研究の最初の目的となる。 
 次に、こうして導出された理論予測を基に実験室実験を実施する。実験では、真実表明かつサ
ーチをしないという選択が支配戦略になるという条件が満たされた環境の下で、果たしてその
理論予測通りの結果になるかどうかを確かめ、もしその均衡予測からの逸脱が見られた場合に
は、その原因を究明するため、さらなるデータ分析を行う。これが本研究の 2 つ目の目的とな
る。 
 
 
３．研究の方法 
 完備情報の場合における受入保留（DA）方式および即時受入（IA）方式の均衡についてはよ
く知られている。実際、DA 方式では、学校側の生徒に対する優先順位が完備情報であっても不
完備情報であっても、真の選好を表明することが支配戦略である。また、コストのかかるサーチ
機会があっても、サーチはしないで真実表明することが支配戦略である。 
 一方、不完備情報の場合の IA 方式において真の選好を表明することが支配戦略であるかどう
かは条件次第ということになる。そこで、本研究では最も簡単な場合として、生徒が応募できる
学校が X と Y の 2 つであり、かつすべての生徒が X を Y よりも選好しているという状況を考え
る。なお、こうした設定は、生徒の選好順位が不完備情報の場合の研究でも行われているもので
ある。そこで、この設定の下で、不完備情報かつサーチ機会がある場合に、IA 方式においても
真の選好を表明することが支配戦略であるための必要十分条件を、生徒の数 N、学校 X および
Y の定員、サーチ・コスト C に基づいて理論的に導出する。 
 次に、その理論的結果の下に、次のような実験室実験を行う。まず、比較するマッチング方式
としては、DA 方式と IA 方式とする。次に、情報上の条件としては、（1）完備情報の場合、（2）
不完備情報でありかつサーチ機会がない場合、（3）不完備情報でありかつサーチ機会がある場合
の 3 つを検討する。 
 生徒は A, B, C の 3 名とし、それぞれ学校 X を Y よりも選好しているものとする。より具体
的には、各生徒は学校 X にマッチすれば 1400 円、Y にマッチすれば 700 円、どこにもマッチ
しなければ 0 円という実験報酬を設定した（なお、これに加えて参加報酬は 400 円が支払われ
る）。 
学校の定員は、X が 1 名で Y が 2 名のケースを設定した。つまり、人気校 X の競争が激しい

場合を想定した。なお、いずれの設定でも必ず 1 名はアンマッチとなる。また、いずれの条件に
おいても、真実表明かつサーチしないということが支配戦略となる条件が満たされるようにす
るため、サーチ・コストは 200 円としている。 
優先順位は、すべての条件において C、B、A の順となっているが、完備情報の場合以外では

生徒はこのことを知らない。また、実験は被験者内計画に従い、順序効果を避けるため、完備情
報―不完備情報かつサーチ機会あり―不完備情報かつサーチ機会なし、不完備情報かつサーチ
機会なし―不完備情報かつサーチ機会あり―完備情報、という 2 種類の順番で実施された。な
お、被験者はそれぞれの情報上の条件でのマッチング結果はその都度は知らされず、すべての条
件が終了してから通知された。また、各条件での意思決定は 1 度だけであった。 
 実験は、zoom により実験説明を行った後、Google フォームによって回答を行うオンライン実
験によって実施された。マッチング結果に応じた報酬がアマゾン・ギフト券を通じて支払われた。
また、実験後に個人属性等を尋ねるアンケートを実施しており、アンケート報酬 500 円も追加的
に支払った。 
 
 
４．研究成果 
 実験は、公立はこだて未来大学、神戸大学、中央大学、関西大学でそれぞれ募集され、DA 方式
の場合に 70 名、IA 方式の場合に 74 名が参加した（それぞれの半分ずつが異なる順番で情報条
件を割り当てられた。なお、実験参加者数が 3名に満たないグループについては、欠員部分を同
一実験に参加した他の被験者の選択内容で埋めてマッチング結果を決め、報酬を支払った）。 



実験結果であるが、まず、真の選好が表明された比率からみていくと、次の通りであった。 
 
DA 方式の場合： 
・完備情報 68.6％ 
・不完備情報かつサーチ機会なし 81.4％ 
・不完備情報かつサーチ機会あり 71.4％ 
 
IA 方式の場合： 
・完備情報の場合 50.0％ 
・不完備情報かつサーチ機会なしの場合 77.1％ 
・不完備情報かつサーチ機会ありの場合 60.0％ 
 
つまり、いずれのマッチング方式においても、不完備情報かつサーチ機会なしの場合に最も真

実表明の比率が高かった。 
次に、不完備情報かつサーチ機会ありの場合に、実際にサーチ・コストを支払った被験者の割

合は、DA 方式の場合には 22.9％であったのに対して、IA 方式の場合には 63.5％であった。ま
た、さらにサーチしないで真実表明をした被験者の割合は、DA 方式の場合には 92.6％であった
のに対して、IA 方式の場合には 70.4％であった。どちらの場合も、真実表明かつサーチしない
ことが支配戦略であることから、IA方式の場合に無駄なサーチ活動が生じていることがわかる。 
また、マッチング結果が安定マッチングになっていた比率については、以下の通りであった。 
 
DA 方式の場合： 
・完備情報の場合 100％ 
・不完備情報かつサーチ機会なしの場合 81.4％ 
・不完備情報かつサーチ機会ありの場合 100％ 
 
IA 方式の場合： 
・完備情報の場合 85.6％％ 
・不完備情報かつサーチ機会なしの場合 69.3％ 
・不完備情報かつサーチ機会ありの場合 64.1％ 
 
今回の実験設定では、DA 方式でも IA方式でも均衡においては安定マッチングになる条件にな

っているが、IA 方式においては、本来なら学校 X にマッチしない生徒がサーチを行い、かつ本
来なら学校 X にマッチする生徒がサーチを行わない場合に、前者の生徒が X にマッチするとい
ったことが生じたために、上記のような差が生じたのである。このように、IA 方式では、本来
サーチすべきではない（サーチしないことが支配戦略である）状況でサーチをすることが、サー
チ・コストという損失を発生させると同時に、安定マッチングではない結果に導くという意味で
も、社会的に非効率的な結果をもたらしてしまうことがわかった。 
さらに現在、希望順位の提出やサーチ活動の選択と、アンケートを通じて収集したリスク回避

性や認知能力との関係を探っているところである。 
 
 この研究成果は、国際会議 2022 Asia Meeting of the Econometric Society, East and South 
East Asia での発表に採択された。また、ジャーナル誌への投稿に向けて論文を取りまとめてい
るところである。 
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